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Be a gift to the world 平和と紛争予防／紛争解決月間

地区大会って何だ？
　この月信は多くのクラブには地区大会の直前に届くと思います。
さて地区大会って何でしょうか？何の為にやるんでしょうか？

目的は？
　ロータリー章典には“地区会議の主な目的は、地区内のロータリ
アンを招集し、ロータリアンのより一層の関与、そしてロータリー
の理解を促進する”とされています。

開催時期や場所はどのように決める？
　場所は前年の地区大会で決めます。多くはガバナーのクラブが
ホストし、その地域で行われます。日本の他の地区では地区内ク
ラブが輪番でホストする例もあります。時期は多少の縛りはありま
すが原則として自由です。全国34地区の開催時期は、年度初めの
９月から年度末期の５月まであります。

第一日目と第二日目
　第一日目は主にクラブの会長、幹事、地区役員、地区委員の皆
さんに、他地区のガバナーや夫人達も出席しますが、これはガバ
ナー同士の付き合いや、他地区ではどういうやり方をするかを見

る為。私も５地区の地区大会に出てみました。私の家内は私以上
に出ています。第二日目は地区内の全会員の集会です。

それぞれにやる事が違う
　プログラムは基本的にはガバナーやホストクラブが決める事で
すが、両日それぞれに意味合いがあります。多くは第一日目は指
導者育成セミナーや地区の重要な決定事項の採択をします。前年
度の決算はクラブ会長が、その他の決議事項はクラブの信任状を
託された選挙人（会長が多い）が採択します。クラブ幹事も選挙
人になれますし、重要な決めごとに於けるクラブの共同代表とし
て会長と同席して頂きます。第二日目に決定事項を地区内全会員
に発表します。

全員参加を
　年に一度の地区内会員が集う機会なので会員資質の向上、交
流、有益な話を聞く機会などを意識してプログラムを作ります。

国際ロータリー第2790地区
2015-16年度ガバナー 櫻木　英一郎

（千葉RC）

国際ロータリーゾーン１.２.３ 第44回ロータリー研究会（ホテルグランパシフィック Le Daiba　2015/12/3・4）
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 地区と幹事長とクラブ幹事 
国際ロータリー第2790地区 

2015-16年度ガバナー 櫻木英一郎 
（千葉RC） 

 

■地区幹事長とクラブ幹事＝セクレタリー＝秘書か？ 

地区幹事長はガバナーの女房役と言われます。ク

ラブに於いても幹事と会長は同様に言われます。一

方では多くの人から幹事長や幹事はセクレタリーで

秘書だからガバナーや会長より数段下の役だと思わ

れているようです。さあ、どうなんでしょうか？ 

 

■用語の例を調べると 

確かに地区幹事長やクラブ幹事は英語ではセクレ

タリーと言います。日本語ではセクレタリーは一般

的には秘書です。秘書と言うと社長の美人秘書、代

議士の秘書などが連想されます。そしてそのどちら

も「いわゆる秘書」というイメージです。では英語

のセクレタリーという言葉の意味はそれだけでしょ

うか？ 

 

■ロータリーはアメリカが発祥 

言うまでもなくロータリーはアメリカが発祥で

す。ロータリーの文章も標語も用語もアメリカの意

識と認識で考えられ、語られ、書かれます。日本の

ロータリー全般に言えることですが、英語の文が日

本語に直された瞬間に元々の英語が持つ意味合いや

ニュアンスと完全には一致しない、若干違うニュア

ンスを持つ日本語になります。これは致し方がない

事ですが、我々は常にそれを意識して「元の意味合

いは何だろう」と考える事が必要だと思います。 

 

■RIの事務総長 

RIには事務総長と言う役職があります。RIという

大きな組織の事務方を取り仕切る役です。RI会長は

毎年変わりますが事務総長は数年間継続です。RI会

長は運営方針を考え、理事会で承認されて決定しま

す。それを具体的に実行するのが事務総長を筆頭に

したRIスタッフです。実務面の長であり数年継続な

のでRI組織の中でも非常に重要な役職です。しかも

RIの事務総長はロータリー財団の事務総長も兼ね、

事務総長はRI理事会の構成委員であり財団の管理

委員会の構成員でもあります。となるとRI会長と匹

敵するとも言える大変に重要な立場にあるといえま

す。 

 

■セクレタリーという言葉の使われ方 

この事務総長を英語ではGeneral Secretaryと言

います。昔は単にSecretaryでした。クラブ幹事も

このSecretaryと同種の意味合いを持つセクレタリ

ーで、地区幹事長は地区に於けるGeneral Secretary

でしょう。他に例を求めると、アメリカ政府の閣僚

の統括者である行政長官はSecretary of Executive 

Departmentといいます。閣僚のNo.２であり大統領

の継承順位が副大統領、両院議長に次いで第４位の

国務長官はSecretary of State。その他の各部署の

長官は全部Secretaryです。日本でも官房長官の英

語名はSecretaryです。大分以前にアメリカの国務

長会と国防長官がいる会の参加者名簿（英語）を見

て、長官がSecretary??と驚き、その意味合いを調

べた事を思い出します。 

 

■セクレタリーの意味は？役割は？ 

ここまでくると地区幹事長やクラブ幹事はセクレ

タリーだから、秘書だから、と軽く見る訳にはいき

ません。セクレタリーは組織の長の意を戴してそれ

を具体化するための実務面を取り仕切る役だろうと

思います。だからクラブでは会長と幹事は共同代表

と言われます。地区幹事長も通常は地区の重要な会

議には全てガバナーと同席します。 

 

■クラブ幹事の皆さんへ 

以上の事は私が考える本来の意味合いであり、本

年度や次年度のクラブ幹事になった人がプレッシャ

ーを感じる必要はありません。幹事の意味合いと役

割を認識して、実際には「自分流」で幹事役を遂行

して頂ければいいと思います。 

 原点を知り、考える 
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世界の平和をめざして 
― 平和フェローからの便り ― 

 
 

ロータリー平和フェロー（第2790地区派遣13期生) 

ウプサラ大学（スウェーデン） 古井丸 拓也 
 

 私が平和についての問題について初めて関心を持

ったのは、高校生の時に読んだ本や観た映画、歴史

の勉強などがきっかけでした。丁度そのころ議論さ

れた自衛隊のイラク派遣の問題を目の当たりにした

ことも自分の関心に影響を与えました。しかし当時

は戦争と平和構築についての問題があることを知っ

ても、自分の周りの平和な環境との乖離にいまひと

つ実感がわきませんでした。そこでPKOなどの実際

に平和を創る現場に参加できたらと思い、防衛大学

校に入校しました。卒業後に自衛官となってしばら

くした後、国際機関の立場から平和構築の活動に参

加したいと思うようになり、退職しました。そのた

めの第一歩として青年海外協力隊としてカメルーン

（中央アフリカ）で農村社会開発活動に従事しまし

た。その後、外務省主催の広島平和構築人材育成事

業（HPC）に参加し、東京と広島で研修を受けまし

た。その研修の一環としてコートジボワール（西ア

フリカ）で内戦後の元兵士の社会復帰計画を国連開

発機関にて実施するなどの経験を積むことができま

した。この流れからさらなる平和構築への理解と、

求められる専門性を伸ばすためにこのフェロー制度

に応募しました。 

 ウプサラに到着し、そこで出会った平和フェロー

との出会いはとても刺激的なものでした。エチオピ

アの少数民族で、政府からの圧力、紛争を経てアメ

リカに亡命し、そこで勉強や仕事をしてきた学生、

アフガニスタンの少数民族でタリバンからの迫害か

らイランに逃れ、独学で必死に英語を学びアメリカ

へ亡命した学生、ソマリアでの内戦を経験し、軍人

の家系に生まれながら軍人となるよりむしろ社会へ

の啓発活動を選んだ学生、ガンビアの警察官でスー

ダンのダルフールに派遣されていた学生達に出会

い、多くの議論を交わしました。彼らの強烈な実体

験からくる平和と戦争についての切実な問題意識と

取り組みへの真摯な態度に啓発されることが多く、

彼らは学友であると同時に尊敬の対象でもありま

す。また、ウプサラでの受け入れ家族やロータリア

ンの方々には大変お世話になっており、スウェーデ

ンの年中行事や食事をご一緒させて頂く機会がよく

あります。また、エリアコーディネーターの方の計

らいで１月半ばにノルウェーのオスロでブラッドフ

ォード大学（英国）の平和フェローと交流する機会

も設けられています。 

 大学での勉強については、どう紛争を終わらせる

か、紛争後の国家の安定のためには何が必要かにつ

いて事例研究を通じて議論していきます。統計学を

用いた分析方法を学ぶ機会もあり、分析の枠組みが

広がりました。卒業論文の主題については紛争後の

和解、紛争に対する交渉、調停をどうするかという

問題に取り組んでいる学生が多いです。自分はとい

えば、紛争後にどうやって治安を回復させるか、警

察や軍隊といった治安機構を作り直し文民統制を定

着させるかという観点から、政軍関係論という分野

に取り組んでいます。現在日本でも自衛隊の政治へ

の介入は禁忌だとされていますが、文民統制はどん

な時でも正しいといえるのか、文民による民主主義

が国家を戦争に導くことはないのか、またどのよう

な条件下で文民政治家による軍に対する統制が働く

のかといった点が研究の主題です。古くはクラウゼ

ビッツ、孫子、ハンチントンなどの軍と文民の関係

性についての考察に始まり、現在ではアラブの春（ア

ラブ諸国にとっては冬ですが）、アフリカのおける平

和構築の現場への理解に連なる重要な分野です。 

 卒業後は、初志貫徹、平和構築に関する活動に国

連やNGOなどの立場から支援する仕事をしていこ

うと考えています。また海外生活が長くなるにつれ

て、日本をより客観的に見ることができるとなると

同時に、自分は日本人であるということを強く認識

するので、平和構築の仕事に限らずとも、自分の今

まで得てきた知見と経験を生かして日本のために貢

献していきたいと思います。私の両親の故郷である

長岡には教育に対する投資を重んじる米俵百俵の故

事があります。現在ロータリアンの皆さまのご支援

のもと勉強ができることを感謝すると共に、その成

果を将来お見せできるよう精進して参りたいと思い

ます。 

平和と紛争予防／紛争解決月間 
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RIゾーン1,2,3 
第44回ロータリー研究会出席報告 

 
 

 
ガバナーエレクト 青木 貞雄 

（成田コスモポリタンRC） 
 

杉谷 卓紀RI理事（玉名RC）招集によるRIゾーン

1,2,3第44回ロータリー研究会が、K.R.ラビンドラン

RI会長出席の下、昨年12月３～４日、お台場のホテル 

グランパシフィック Le Daibaで開催された。本研究

会は、現・元ガバナー、ガバナーエレクト・ノミニー、

現・元ガバナー補佐、シニアリーダー等を対象に、国

際及び日本のロータリーの最新情報、現状活動等を紹

介する目的で毎年開催されており、私は、昨年に続き

参加させていただいた。今回は、RI会長夫妻を始め、

理事を含むRI及びＲ財団在日委員、実行委員、特別参

加者（記念講演者・パネリスト・米山学友・RI日本事

務局員等）を加えて日本全国から750名強が参加しま

したが、当地区（RID2790）からの参加者は、櫻木ガ

バナーを筆頭に、PDG、GE及びGN、次年度を含む

AG等々21名でした。 

前夜（12月２日）に開催されたRI会長ご夫妻歓迎晩

餐会には夫妻での参加者も数多く、会場は足の踏み場

もないほどの盛況でしたが、フルコースのテーブルデ

ィナー、及びＲ財団奨学生で国際コンクールに入賞し

た沼田 宏行さんのピアノ演奏とソプラノ徳永 桃子

さんの歌曲を堪能すると共に、RI会長が全テーブルを

回る等、参加者間の懇親を深める場となりました。 

研究会では、召集者杉谷RI理事及び田中元RI会長・

TRF管理委員長代理の挨拶に始まり、RI理事会、RI

５ヶ年財務計画、Ｒ財団、RI会長ノミニー指名委員会、

Ｒ日本財団、Ｒ米山記念奨学会、ロータリーの友、ロ

ータリー文庫委員会、Ｒ日本100年史編纂準備委員会、

日韓及び日台親善会議、2016規定審議会等の現状報

告、及びソウル国際大会の案内が第１日目の午前中に

行われました。 

その後は、RI会長基調演説（２日目午後）、４つの

パネル・ディスカッション（①日本のロータリー100

周年に向けて、②未来への懸け橋、③財団補助金の実

践報告、④34地区の実践報告）、米山学友の心に残る

ロータリー体験談発表、パキスタンのポリオプラス最

新情報、及び熊本県立大学 五百旗頭
い お き べ

 真
まこと

学長による記

念講演「世界の中の日本」等が行われ、最後に、参加

者からの質問に答えるオープン・フォーラムを以っ

て、２日目の15時に閉会しました。尚、当地区関連で

は、Ｒ文庫委員会報告を委員長の中村 博亘PDGが行

うと共に、Ｒ財団補助金の実践報告ディスッカッショ

ンのパネリストを山田 修平PDGが勤めました。 

 ２日間の研究会を通じ、国際ロータリーで、また日本

のロータリーで起こっていることを数多く知ることが

出来ましたが、印象に残った事項は以下の通りです。 

１．RI会長基調演説：本年度のテーマ「世界のプレゼ

ントになろう」に関わる話で、要旨は以下の通り。 

a) ロータリアンは平等であり、笑顔で接すれば人

が集まる。大事なのは、相手を理解し、尊重する

こと。これは人類愛に繋がる。 

b) 自分がして欲しいことを他人に与える。即ち、

手を差し伸べる事が今年度のテーマ。  

1) インドの学校での男女別トイレ設置推進、ス

リランカのワクチン接種推進等は、将来を担う

子供の育成の手助けとなる。 

2) マザーテレサは、何事にも率先垂範で取組

み、他の人のために行動した。 

c) 創設100周年を迎える日本のロータリーは、力

をつけ、世界の手本になって欲しい。 

２．その他 

a) 国際ロータリー 

1) RIは運営経費節減に努めており、例えば、田

中 作次TRF管理委員が居る日本の研究会に

は、今回、TRF管理委員長を派遣しなかった。 

2) ポリオは、アフガニスタン及びパキスタンを

除き終息したが、完全撲滅には、継続的取組み

が必要。 

3) 2016年規定審議会提出議案は181件（制定議

案117件／決議議案64件。内、日本提出議案は、

17件／９件の合計26件）、 

4) Ｒ財団100周年の祝賀は、2017年５月のアト

ランタ国際大会で行う。 

b) 田中 作治元RI会長挨拶「世界の真の変化に繋

がる個人の能力発揮が求められている」 

c) ロータリーの友は、購読者減少、広告収入減等

で単年度赤字。変形Ａ４を標準Ａ４に変えて経費

節減を図るが、40年間凍結してきた購読料見直し

も検討が必要。 

d) 2020年の日本のロータリー創立100周年に向

け、対応検討委員会を設置。 

以  上 



－ 5 － 

ガバナー公式訪問を終えて 
 

地区幹事長 梶原  等 
（千葉RC） 

 
地区内84クラブを全部個別訪問しようと決めたのは簡

単でしたが、実際に短期間で全てのクラブを訪問するに

は半数近くのクラブに開催する例会時間を昼から夜に変

更して頂いたり、クラブのメンバーはいつもと違うスケジュ

ールを組んで頂いたり、更には、同行頂くガバナー補佐、

ガバナー補佐幹事の方々に大変ご迷惑をかける事だと

実施してみて初めて分かる事でした。調整を頂きましたク

ラブ事務局の皆様にもお世話になりました。 

例えば地区大会を例に上げても会員歴の長い方は地

区内のメンバーとの交流を楽しみに参加されるとか、記念

講演も、もっとロータリーの話を聞きたいとか、今まで簡単

に考えていた事が本当は重要であり深く考えなければい

けないものだと感じました。 

ロータリークラブにとって、公式訪問は大切な年間行

事の一つです。その公式訪問をどのように演出するかは

クラブの自由です。しかしながらガバナー公式訪問の重

要性を正しく理解し進めることが大事な事だと思います。

その理由は、ガバナーは毎年変わります。地区組織も同

様に変わります。各クラブはガバナーや地区の方針に一

生懸命合わせようとしていらっしゃいます。しかし単年度

制の中で地区とクラブで行き違いが発生します。そういっ

た事の摺合せをする事も公式訪問の重要な役目である

と思います。各クラブの会長は公式訪問が終わると会長

としての責任の半分が終わったと仰います。それだけに

公式訪問の良い意味での重さ、意味深さ、奥深さ、更に

はロータリーとしても意義も感じます。 

公式訪問開催までの間、クラブ内で色々な討議をして

公式訪問でガバナーとよく話し合いその結果クラブの活

動にしっかりと落とし込んで一年間を進める。そして翌年

に次の公式訪問を繰り返す。それでクラブが、所属するメ

ンバーが成長する。同様に地区も成長する。 

これこそがロータリーとしての組織の醍醐味では無い

でしょうか？ 

私が地区幹事長として約半分のクラブへ随行させて

いただき感じた事です。 

そんな中でも人数が多い少ない、様々な会場の諸条

件などにもかかわらず、皆さんロータリーが好きでロータリ

－を通じ地域に貢献し、諸外国に奉仕し、会員間での交

流を大切にされ、本当にロータリーライフを楽しんでいらっ

しゃる方が多いと実感しました。 

今年度の公式訪問を通じて例会の時間変更にご協力

くださいましたクラブの皆様本当にありがとうございまし

た。又、地区内84クラブの会長・幹事、はじめクラブのメン

バー全員、クラブ事務局の皆様、ガバナ―補佐、ガバナ

ー補佐幹事の皆様に改めて貴重な経験を頂きましたこと

心からお礼申し上げます。この経験を今後自分自身のロ

ータリーライフに、クラブに、地区の活動に生かして行きた

いと思います。                          感謝！！ 

 

ガバナー公式訪問に随行して 
 

千葉ロータリークラブ会員より 

 

吉開真一郎 
千葉南、千葉西ロータリークラブの公式訪問に随行し

て、例会の進行方法が同じであること、認証状の記載内

容などから改めてロータリーが国際的な活動であること、

その中でのガバナーの役割を確認するころができました。 

一方報告内容からはそれぞれのクラブが活動を活性

化しようと独自の工夫を重ねていることも分かりました。今

後も地区大会などの場で見聞を広げていきたいと考えて

います。 

岩田  丈 
気持ちよく晴れた日、大多喜城ゴルフ倶楽部の一室が

例会場でした。櫻木ガバナーから「会員数の減少によるク

ラブの存続可否」についての話題が出ると場は急に真剣

な空気に満ち、その後の議論は「人口減少国日本」の縮

図のようでもありました。ロータリアン１年生の私にとって、

新規会員の獲得がいかに重要かを痛感した訪問でした。  

勝澤  誠 
会場は見晴らしのいいセンシティータワー23Ｆの東天

紅で、メンバーが円卓を囲む千葉RCとは異なり、幹事団

がコの字型に座るレイアウトでした。 

例会後のクラブ協議会では「衛星クラブ・Ｅクラブにつ

いて」、「CLPのいいところはどんなところか」、「RI会長の

発言の和訳は誰がしているのか」など活発な意見が出さ

れました。 

千葉RCとは違った雰囲気で、ロータリー活動を理解す

る上で非常に参考になりました。 

萩原  博 
私は、メイキャップも兼ねて、市川RC、多古RC、成田

空港南RCの例会に出席させていただきました。櫻木ガ

バナーの公式訪問ということもあり、当地のRCから温かい

歓迎を受けました。 

３つのRCとも活動内容は様々でしたが、会員数は千葉

RCに比べ少ないものの、地域に根の付いた活動をされて

おられました。RC活動や運営についても櫻木ガバナーへ

の質問が相次ぎ、真面目にRC活動について取り組んで

おられる姿勢が印象的でありました。 

松木  彰 
初めての他クラブ訪問、かつガバナーの公式訪問随行

ということもあり、勝手がわからず、議事録を取ることが精

一杯でありました。しかし、ガバナーとメンバーの議論は、

大変充実しており、ロータリー活動の根幹にかかわるとこ

ろから、具体的な課題まで広範囲なテーマで真に活発な

意見交換が行われており、大変感銘を受けた次第であり

ます。 
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“理想への戦い” 
地区計画委員会 

委員長 石井 七郎 
（千葉北RC） 

 
地区計画委員会とは余り聞きなれない委員会かと

思われます。 

地区の位置付けでは管理運営部門の枠の中に入り

いわば地区の戦略委員会のようなものです。 

この新設された委員会の基本的な方針は地区の運

営に於ける重要な諸問題を改革し、改善を目指すこと

であります。この委員会の活動は全てオープンにでき

ない部分がありました。 

ロータリーの未来を語るとき、ロータリーの伝統か

ら“守・破・離”いわゆる変えてはならないところ、

変えなければならないところ、そして新しい対応の試

みに挑戦する。まさしく「原点を知り考える」であり

ます。 

今年度始めに櫻木ガバナーと地区計画委員会の活

動について話し合いました。なんとガバナーから60数

項目の見直し案がありましたが、それを精査した上で

重要な項目として二つに絞り年度内に事業計画を推

進することに致しました。 

まず、ガバナー事務所の固定化と、ガバナー事務所

の運営マニュアル作りです。 

ガバナー事務所の固定化につきましては、今後ロー

タリーの発展につれ従来に増して重要視されると思

います。 

私たち地区計画委員会はこの案件に付き、ガバナ

ー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニーを混じえ再

三にわたり協議してまいりました。 

さらに関係各位の皆様からの多くの貴重なご意見

を拝聴し方向性をまとめ上げたのであります。 

他地区日本全国33地区のガバナーに事務所の固定

化に関してどのようなお考えか又、すでに固定化して

いる地区にはその経緯や事務局設置による運営や運

用についてのアンケートをお願いいたしました。 

アンケートの内容に付きましては、メリット・デメ

リット・更に運営・運用の諸問題について具体的に40

項目近い内容についてお伺いしました。 

※アンケートの結果報告 

１」固定化が出来ない地区・６地区20％(複数の県に

またがる地区は無理) 

２」固定化済み・20地区 65％ 

３」未固定化 ・５地区 15％（５地区全部が固定化

を希望) 

 以上の通り返信を頂いた31地区の80％が固定化に

賛成であります。思った以上に他地区では固定化に前

向きな様です。 

 返信には非常にご丁寧なコメントを添えて頂き心

から感謝いたします。 

※2790地区が固定化を行った場合に考えられる主な

メリット 

１」ガバナーエレクトが事務所や職員を選定する時間
と労力が省ける 

２」設備・備品などを調達する経費等の削減・什器備

品の継続使用可能 

３」設備の継承••••・電話・インターネット配線・

空調設備等 

４」新しい賃貸物件を使用するので、ある程度自由に

選択できる。 

５」ガバナーとガバナーエレクトが同じ場所にいるの

で業務がスムーズ 

６」会議室を設けることによりガバナー補佐会議及

び、委員長会議等が可能 

７」会議室には歴代のパストガバナーの肖像画を掲げ

る。 

８」2790地区の歴史が分かるように資料館にもなるよ

うにする。 

  (地区史編集委員会の2790地区の活用) 

９」遠方からのガバナーの輩出が苦にならない様な体

制づくり。 

以上のようなアンケートの結果報告書と当地区の

固定化のメリット予想の資料を添えて諮問委員会に

提出しました。 

これでいよいよスタートいう運びでしたが、残念な

がら諮問委員会の反対意見があったようで、賛成を得

ることは出来ませんでした。 

この改革案は何故受け入れられなかったのでしょ

うか？反省しなければなりません。 

しかしながら2790地区の84クラブの半分に当たる

40クラブは会員数が30名以下です。優秀なガバナー候

補者がいても小クラブからはガバナーの輩出は容易

なことではありません。これが現実です。 

そこで、櫻木ガバナーは事務所の固定化を図りガバ

ナー候補者が出やすくなるような組織を作りを考え

ていたからです。 

このままでは、従来通り会員数の多いクラブからガ

バナーが選ばれることになるでしょう。 

特に経費面においては、個人と地区の負担の割合、

更に当地区の概要が分かるような資料作りに取りく

みましたが、ガバナーの要請で軌道修正しガバナー・

ガバナーエレクトの運営マニュアル、スケジュール等

に重きを置きマニュアルを作成しました。 

このマニュアルには「いつまでにどのようなことを

やるか？それにはいつから準備をはじめるか？」又他

の行事内容などを詳しく書いたマニュアルです。 

このマニュアルのスケジュールにつきましては、あ

くまでも当該年度ガバナー及びガバナーエレクトの

参考資料です。 

この文章を書くにあたりある国の大統領を思いだ

しました。 

タイトルの“理想への戦い”は世界で最も貧しい大

統領・ウルグアイのホセ・ムヒカ氏の国連でのスピー

チを引用したものです。 

発展は幸福を阻害するものであってはならない発

展は人類に幸福をもたらすものでなくてはならない。 
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「奉 仕 の 理 念」 
 

ロータリー理念研究委員会 

 大内  啓 
（柏南RC） 

 

 2010年の規定審議会に釧路北RCから、「社会奉仕

に関する1923年の声明の第１項を奉仕の哲学の定義

として使用することをRI理事会に要請する」内容の

決議案10-182が提出されました。 
 
(決議23－34、第１項）とは 

ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であ

り、それは利己的な欲求と義務およびこれに伴う

他人のために奉仕したいという感情とのあいだ

に常に存在する矛盾を和らげようとするもので

ある。この哲学は奉仕－「超我の奉仕」の哲学で

あり、これは、「最もよく奉仕する者、最も多く

報いられる」という実践的な倫理原則に基づくも

のである。 
 
 この決議案は444対66という圧倒的多数で採択さ

れ、世界の多くのロ－タリアンが（奉仕の理念）に

共感していることを確認できたと思う反面、「反対に

投じた代議員が66人もおられたということが世界に

おける今日のロータリーの変化を反映している」と、

当時ご尽力された黒田RI理事が述べられておりま

す。       (ロータリーの友2010－９月号より） 

 歴代の日本のRI理事の方々のご努力も有り、６月

のRI理事会全員会議の採決で第１項はロータリー

章典への掲載が認められ声明文も修正されることな

く『手続き要覧』への掲載が認められました。先人

達の功績を受け継ぎ未来に繋げる文章を残せた意義

深い採決となりました。 

 第10分区ロータリー情報研究会において基調講演

された、北 清治（2013-15年度）RI理事は、奉仕

の哲学についてのお話の中で、ロータリーの第一標

語を(自他を共に利する奉仕）第二標語を（奉仕する

ほど利益が増える職業人の理想的な奉仕）とご説明

されました。 

 人の生き方を考えてみると、人は共同体を離れて

生きることは絶対にありえないことに気づきます。

人は家庭に属し、学校に、企業に、地域社会に、国

家に属しています。そして、その共同体の中に自分

の居場所があると感じられることを望むのは、人間

の基本的な欲求です。 

 どうすればその欲求が満たされ、共同体感覚をつ

かみ取れるのでしょうか？ 

 1900年代初頭にアルフレッド・アドラーによって

提唱された「個人心理学」によれば、共同体におい

て「自分にできること」と「自分にできないこと」

を見極め容認する「自己受容」と他者に信頼をよせ

ることで他者を仲間とみなすことが出来る「他者信

頼」そして仲間である他者に対してなんらかの貢献

（労働）をしようとする「他者貢献」によって共同

体感覚は、得られるものとされています。他者貢献

（奉仕）とは自己犠牲の精神を見せて誰かに尽くす

ことではなく、むしろ自分の価値を実感するために

こそなされるもだと云われています。 

 我がクラブにおける小さな実例を申し上げます

と、長年に渡り例会日に誰よりも早く例会場に来て、

これから始まる例会場の設営を毎週続けている高齢

のＡさんがいます。他の会員はそんな準備作業が毎

週行われていることさえも気づかずにいるのに、は

たから見ると、なぜＡさんだけが働かねばならない

のかという状況になっています。 

 しかし、Ａさんは不満そうな顔をせず、ただ一人

淡々と作業を進めていきます。 

 たまたま早く来た会員が、Ａさんに気づきあわて

てお手伝いすると、とても嬉しそうに喜んでくれま

す。Ａさんの心情を慮りますと、『他者が自分に何を

してくれたかではなく、ただ自分が他者になにをで

きるか』を考え実践していきたいのです、かりに他

者からの感謝の言葉がなくとも、クラブの皆を『信

頼する仲間』だと思えているから進んで行動し、自

らの働きに「私はだれかの役に立っている」と実感

し、ひいては自らの存在価値を受け入れ、このクラ

ブに自分の居場所を確認して居るのでは無いでしょ

うか。仲間のために行う貢献は決して偽善ではあり

ません、Ａさんの働く姿を見ると誰しもがＡさんを

手伝うようになるからです。 

 ロータリーの目的にある「奉仕の理念」とは「他

の人を思いやり，他の人の役に立つことをすること」

を意味します、この理念を個々の職業に取り入れ自

分の生き方と仕事が一致していた時代はもはや古臭

いものになっているのでしょうか？ 

 昨今の株主資本主義ともいえる経営の主体は、利

益を人生の目的として仕事を捉えるばかりに、世界

の多様性に目を向けると急速な経済発展に人のモラ

ルが追い付かず、その結果グロ－バル化の弊害とし

て社会全体の劣化を招く事にならないか心配です。

今こそロータリーの真髄である奉仕の理念を学び合

う時だと思います。 

 

第2790地区ロータリー理念研究委員会 

海寶勘一（千葉西）、平山勝已（千葉若潮）、 

大内 啓（柏南）、島 正彦（館山）、松田泰長（成田） 

ロータリー理念研究委員会発表・８号 
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文 庫 通 信（340号） 

 「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。 

 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿

論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部

資料はホームページでPDFもご利用いただけます。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。 

ロータリー情報 

◎「ロータリー精神・Fire-Side Meetingで学ぶ」 塚原房樹 2015 1p（D.2510月信） 

◎「ついにやって来た職業奉仕の終焉」 塚原房樹 2015 3p（D.2510月信） 

◎「倫理運動としてのロータリー」 三木 明  2015 1p（D.2680月信） 

◎「心を育て、人を育てるロータリー」 三木 明 2015 1p（D.2680月信）    

◎「国際ロータリーが期待するロータリークラブ像」 松宮 剛  2015 14p（D.2670地区大会記録）    

◎「中華民國扶輪米山會報告」 林維宏  〔2014〕 1p（第四回台日国際扶輪親善會日台ロータリー親善会議） 

◎「人間の『いのち』を考える～生命倫理学、人類遺伝学、遺伝臨床の立場から」 千代豪昭 2015 20p 

 （D.2670・2680RYLAセミナー報告書） 

◎「いのち～つながりの中で存在する“いのち”」 山口 徹 2015 20p（D.2670・2680RYLAセミナー報告書） 

◎「リーダーの心」 深川純一 2015 14p（D.2670・2680RYLAセミナー報告書） 

［上記申込先：ロータリー文庫] 

ロータリー文庫 

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階  TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

      http://www.rotary-bunko.gr.jp  開館＝午前10時～午後５時  休館＝土・日・祝祭日 

 

(公財)ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま190号） 
 

 ～今月のトピックス～  

 

・寄付金速報 ― 今年もよろしくお願いします ―  

・台湾米山学友会が総会を開催 ― 新理事長が決定！ ― 

・タイ米山学友会が海岸清掃活動  

・学友の団体が法務大臣賞表彰を受賞！ 

・米山学友が年賀状をデザイン 

 

【お知らせ】 

・ご寄付の確定申告用領収書について 

 

 
トピックス詳細につきましては、下記アドレスにてご覧ください。 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight190_pdf.pdf  

 

《今月のピックアップ記事》 

米山学友が年賀状をデザイン 

米山記念奨学会事務局では、評議員・理事・地区米山奨学委員長・他団体など、毎年約500枚の年賀状を送っています。 

今年は、第2680地区の米山学友、林資穎（リン シエイ）さん（台湾／神戸西神ＲＣ）が年賀状のデザインをしてくださ

いました。 

 

林さんは神戸芸術工科大学大学院を卒業後、水墨画アーティストとして活躍中です。昨年は、同地区学友会の企画でネパ

ール大地震復興支援のチャリティー絵皿を制作し、募金活動へも貢献しました。 

 

【林資穎さんからのメッセージ】 

申年の年賀状をデザインさせていただき本当にありがとうございます。ロータリーの輪をイメージしました。お父さん猿

が家族の基盤を支え、家族みんなが協力し合って大事な役割を果たしています。良い家庭があってこそ世界がうまく回っ

ていくのかなと思います。皆さんにとって、平和な一年になりますよう心からお祈りいたします。 
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 寄付者紹介（敬称略）                                     

 ロータリー財団寄付  年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー） 
 

田仲 正道 

(市原中央ＲＣ) 

８回目 

 椎名 博信 

(習志野ＲＣ) 

６回目 

 亦平  力 

(八街ＲＣ) 

４回目 

 中山 政明 

(松戸ＲＣ) 

４回目 

 
小川 嘉一 

(八街ＲＣ) 

３回目 

 大畑 喜信 

(八街ＲＣ) 

３回目 

 能田 宗建 

(八千代中央ＲＣ) 

３回目 

 守屋謙一郎 

(市原中央ＲＣ) 

２回目 

 
伊藤 嘉一 

(八街ＲＣ) 

２回目 

 槍木 勝典 

(八街ＲＣ) 

２回目 

 鎌倉 康裕 

(松戸ＲＣ) 

２回目 

 小林 孝數 

(松戸ＲＣ) 

２回目 

 
佐野 正子 

(浦安ＲＣ) 

１回目 

      

 
 （ポール・ハリス・フェロー） 
 

原  弘行 

(八街ＲＣ) 

 

 木村 利晴 

(八街ＲＣ) 

 山本 和男 

(八街ＲＣ) 

 生形 健一 

(八街ＲＣ) 

 
関 由美子 

(八街ＲＣ) 

 中山 直樹 

(八街ＲＣ) 

 西村  清 

(八街ＲＣ) 

 荒木 由光 

(八街ＲＣ) 

 
伊藤 武雄 

(八街ＲＣ) 

 門倉 光正 

(八街ＲＣ) 

 近藤 雅夫 

(八街ＲＣ) 

 増田  繁 

(八街ＲＣ) 

 
笹川 英一 

(八街ＲＣ) 

 西村 頼子 

(八街ＲＣ) 

 冨永 純志 

(八街ＲＣ) 

 土屋 信之 

(八千代中央ＲＣ) 

 
永戸 裕人 

(八千代中央ＲＣ) 

 小野瀬修士 

(八千代中央ＲＣ) 

 高山 公子 

(八千代中央ＲＣ) 

 水堀 絹代 

(八千代中央ＲＣ) 

 
山之口國雄(八街ＲＣ) 

 

 米山功労者  
 

圡屋 亮平 

(松戸ＲＣ) 

22回目 

 大畑 喜信 

(八街ＲＣ) 

10回目 

 高橋 宏一 

(八街ＲＣ) 

９回目 

 及川 喜和 

(市原中央ＲＣ) 

５回目 

 
高田 一行 

(成田空港南ＲＣ) 

５回目 

 中山 政明 

(松戸ＲＣ) 

５回目 

 織田 信幸 

(松戸ＲＣ) 

５回目 

 三国 大吾 

(松戸ＲＣ) 

５回目 
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槍木 勝典 

(八街ＲＣ) 

４回目 

 大川 吉美 

(松戸ＲＣ) 

４回目 

 小林 孝數 

(松戸ＲＣ) 

３回目 

 時田 清次 

(市原中央ＲＣ) 

２回目 

 
加藤  栄 

(松戸ＲＣ) 

２回目 

 杉田  廣 

(市原中央ＲＣ) 

１回目 

 猫田 岳治 

(柏南ＲＣ) 

１回目 

 森本  功 

(佐倉ＲＣ) 

１回目 

 
湯本 高之 

(松戸ＲＣ) 

１回目 

 申  澈權 

(松戸ＲＣ) 

１回目 

 萩元 住明 

(松戸東ＲＣ) 

６回目 

 庄田惣之助 

(松戸東ＲＣ) 

３回目 

 

 新ロータリアン（敬称略）                                   

長澤 章裕 

(流山中央ＲＣ) 

運送業 

2015年10月13日 
入会 

 小出  強 

(船橋みなとＲＣ) 

一般廃棄物処理業 

2015年10月27日 
入会 

 福田 純也 

(八日市場ＲＣ) 

生命保険 

2015年10月27日 
入会 

 増田健太郎 

(八日市場ＲＣ) 

産婦人科医 

2015年11月10日 
入会  

堀越  晃 

(成田コスモポリタンＲＣ) 

造園 

2015年11月11日 
入会 

 宮嵜  慎 

(君津ＲＣ) 

神道 

2015年12月７日 
入会 

 元榮太一郎 

(柏ＲＣ) 

弁護士 

2016年１月６日 
入会 

  

 

コーディネーターニュース2016年２月号（2016年１月８日配信） 

第2ゾーンロータリーコーディネーター 金杉 誠 

日本ロータリー100周年に向けて 
日本のロータリーは1920年10月、東京ロータリークラブが誕生したことに端を発します。初代会長は米山梅吉氏、幹事は

福島喜三次氏が選ばれましたことは、皆様良くご承知のことと思われます。従いまして東京オリンピックの年2020年に、私た
ち日本のロータリーは100周年を迎えることになります。もう既にロータリーの友では、「100周年記念誌編纂委員会」が神
崎正陳委員長の下立ち上がっておりますし、「日本のロータリー100周年委員会」も北清治準備委員長（直前 RI理事）の下、
東京ロータリークラブとの打ち合わせ等の活動を開始しております。 
勿論100周年に向けて日本のロータリー活動を一段と活性化することが、私たちロータリアン一人一人に課せられた最大の

課題であることは言うまでもありません。そのような趣旨で、昨年12月に杉谷 RI理事が召集され、ラビンドラン RI会長はじ
めとして世界と日本のシニアリーダーが集まって、東京で開催されました、ロータリー研究会に於きましても、第１セッショ
ンで「日本のロータリー100周年に向けて」と言うパネルディスカッションが開かれました。このセッションでは北直前理事
がモデレーターを務められ、共に３年目のコーディネーターであります、第１ゾーン岩渕 RRFC、第３ゾーン岩永 RPIC そし
て私がパネリストを務め、それぞれのコーディネーターから見た現状の課題と提言を、90分間に亘ってお話をさせて頂く機会
を頂戴しました。 
冒頭、北モデレーターから「2010年以来 RI理事会は、ロータリーの戦略計画を掲げております。ロータリーがこれからも

ダイナミックな組織でありつづけ、世界中の地域社会に貢献していくための将来への指針となるのがロータリーの戦略計画で
す。ロータリー躍進の担い手となるのはクラブであります。クラブや地区の活性化の手法として示されたものです。」との戦
略計画の明快なご説明がございました。それを受けまして私たちが現状についての課題について発言したのち、北モデレータ
ーが2020年までの５年間を、日本のロータリー活性化のためにどう使うかの重要性や、あくまで主役であるロータリークラ
ブが活性化する為に、コーディネーターや地区からの支援、RIのリソースやツールの活用などによって、クラブが未来への計
画を立て、新しい手法を取り入れ、活発な奉仕活動を実践することの重要性について触れられました。 
発表が終わったのち、ラビンドラン RI 会長に呼び止められ、会長の部屋で杉谷理事や近隣諸国の理事も入れて、１時間近

くに亘って意見を求められました。RI 会長の日本のロータリーに対する関心の深さを改めて思い知らされた次第です。私た
ち日本のロータリアンが、今後どのように戦略計画を実行していくかについては、世界中のロータリアンが注目しているわけ
ですので、しっかりと結果を出していかないとつくづく思いました。皆様方の一段のご理解とご協力をお願いいたします。ご
興味のある方は、研究会の報告書が後日各ガバナー事務所の送られると思いますので、ご覧いただければ幸いです。 
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     諸岡 孝昭（成田コスモポリタンＲＣ） 
     逝去日：2015年11月26日（享年74歳） 
     入会日：1986年５月１日 
     ロータリー歴 
     1985-1993 成田ＲＣ 
     1993-2015 成田コスモポリタン 
     2002-2003 クラブ会長 
 

     梅田 尚夫（千葉幕張ＲＣ） 
     逝去日：2015年12月21日（享年80歳） 
     入会日：1988年６月21日 
     ロータリー歴 
     2000-2001 クラブ会長 
      
      
 

 
 

分 
区 クラブ名 

出席率 
％ 

例
会
数 

会員数  分 
区 クラブ名 

出席率 
％ 

例
会
数 

会員数 
7/1 女 当月 女 増減  7/1 女 当月 女 増減 

第
１
分
区 

市 川 100.00  3 39 0 41 0 2  

第
６
分
区 

大 多 喜 70.82  4 6 1 6 1 0 
市 川 東 100.00  3 41 0 41 0 0  成田空港南 74.58  3 37 0 39 0 2 

市 川 南 74.00  3 16 2 17 2 1  茂 原 東 87.30  3 22 2 22 2 0 

浦 安 87.60  3 35 1 35 1 0  茂 原 中 央 80.63  4 13 2 15 2 2 

市川シビック 88.00  3 36 0 35 0 △ 1  大 網 77.42  3 29 1 31 1 2 

浦 安 ベ イ 62.43  4 16 0 14 0 △ 2  東金ビュー 76.20  3 20 1 20 1 0 

第
２
分
区 

船 橋 86.00  4 23 0 28 0 5  第
７
分
区 

銚 子 84.33  3 44 4 43 4 △ 1 
船 橋 西 90.84  4 41 7 41 7 0  旭 73.96  3 43 2 43 2 0 

鎌 ヶ 谷 91.21  3 29 2 32 2 3  八 日 市 場 83.78  4 38 2 40 2 2 

船 橋 東 80.50  3 28 1 29 2 1  銚 子 東 82.29  4 39 2 37 2 △ 2 

船 橋 南 90.00  3 14 2 15 3 1  第
８
分
区 

佐 原 84.78  3 47 0 48 0 1 
船橋みなと 84.19  4 17 4 20 5 3  多 古 69.64  4 14 0 15 0 1 

第
３
分
区
Ａ 

千 葉 91.21  3 66 1 70 1 4  小 見 川 91.00  3 22 0 23 0 1 
新 千 葉 84.02  3 50 0 51 0 1  佐 原 香 取 80.30  3 25 1 25 1 0 

千 葉 西 85.44  4 59 4 58 4 △ 1  

第
９
分
区 

成 田 76.88  3 61 0 63 0 2 
千 葉 中 央 75.50  4 37 0 35 0 △ 2  八 街 81.19  3 30 1 32 2 2 

千 葉 幕 張 77.38  4 35 2 38 2 3  印 西 90.12  4 23 0 23 1 0 

千 葉 東 71.74  3 31 3 33 3 2  白 井 69.25  3 23 0 19 0 △ 4 

千 葉 若 潮 75.00  3 30 1 31 1 1  富 里 83.25  4 27 0 28 0 1 

第
３
分
区
Ｂ 

千 葉 南 79.49  3 49 6 50 6 1  成田コスモポリタン 62.34  3 68 0 69 0 1 

市 原 82.11  3 41 2 42 2 1  
第 
10 
分 
区 

柏 84.00  3 51 10 52 10 1 
千 葉 港 78.79  3 21 2 24 2 3  我 孫 子 77.05  4 24 1 24 1 0 

市 原 中 央 85.64  4 47 2 47 2 0  柏 西 75.00  4 62 5 63 5 1 

千 葉 北 77.00  3 21 1 21 1 0  柏 東 87.25  4 29 3 32 4 3 

千 葉 緑 72.75  4 25 2 25 2 0  柏 南 79.00  4 33 5 31 5 △ 2 

第
４
分
区 

木 更 津 79.45  4 27 3 29 3 2  

第 
11 
分 
区 

習 志 野 81.78  4 27 1 27 1 0 
上 総 70.58  4 17 0 17 0 0  八 千 代 91.00  3 46 0 47 0 1 

富 津 82.14  4 9 0 10 0 1  佐 倉 69.05  4 18 2 21 3 3 

富 津 中 央 78.22  4 26 1 27 1 1  八千代中央 82.20  3 28 1 29 2 1 

木 更 津 東 89.69  3 42 0 42 0 0  四 街 道 86.78  4 23 2 25 2 2 

君 津 97.04  3 43 1 48 2 5  習志野中央 74.70  4 47 6 48 6 1 

袖 ヶ 浦 95.45  3 23 3 24 3 1  佐 倉 中 央 63.49  3 19 3 21 4 2 

富津シティ 81.30  3 14 1 16 1 2  
第 
12 
分 
区 

松 戸 86.96  3 57 0 58 0 1 

第
５
分
区 

館 山 89.47  4 56 3 57 3 1  松 戸 東 94.48  4 46 0 46 0 0 
鴨 川 90.11  3 33 7 34 7 1  松 戸 北 87.94  4 37 0 37 0 0 

勝 浦 97.20  4 33 4 36 4 3  松 戸 中 央 87.71  4 39 6 44 7 5 

千 倉 85.00  2 10 2 10 2 0  松 戸 西 85.00  4 30 0 30 0 0 

鋸 南 85.70  2 14 1 15 1 1  
第 
13 
分 
区 

野 田 83.03  3 58 8 58 8 0 
館 山 ベ イ 68.43  4 20 0 20 0 0  流 山 67.19  4 16 4 16 4 0 

第
６
分
区 

茂 原 93.90  3 64 3 65 3 1  野 田 東 82.29  3 31 0 30 0 △ 1 
東 金 90.83  4 22 1 22 1 0  流 山 中 央 82.87  4 22 2 23 2 1 

大 原 79.25  4 12 1 10 1 △ 2  野田セントラル 82.61  3 24 0 24 0 0 
 

クラブ数 84RC   2015年７月１日  地区会員数   2,711人     当月平均出席率  83.18％ 
          2015年12月末日  地区会員数   2,782人     増減         ＋71 
          2015年７月１日  地区女性会員数  154人     女性会員増減     ＋11 
          2015年12月末日  地区女性会員数  165人 
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２月のロータリーレート 

120円 

 

物 故 会 員 (敬称略) 



GOVERNOR’ S  MONTHLY  COMMUNICATION

国際ロータリー第2790地区　　ガバナー事務所　  ガバナー 櫻木　英一郎
〒260-0042　千葉市中央区椿森 3-1-1-301　　TEL043-307-2790 　 FAX043-307-2791 

E-mail  15-16gov@rid2790.jp    http//www.rid2790.jp

　このページは地区IT広報公共イメージ委員会
で担当しています。何かございましたら気軽に
ご連絡ください♪

090－1453－5825　　委員長　大谷京子
kyoko@ohkei.co.jp

みなさん、こんにちは。１年で１番寒い季節ですね♪
みなさんはいかがお過ごしですか？　今月は地区大会が開
催されます。多くの皆さんにお会いできることを楽しみに
しております！

広報のひろば

幹事長と委員長のつぶやき

大谷：第2790地区にそのような
方がいるなんてすごいで
すね！会ってお話を聞い
てみたいです♪

“抜粋のつづり”をご存知ですか？

堀江恭一様（印西RC）がRIの“超我の奉仕賞”を受賞
されました。

地区職業奉仕委員長の川原勝壽様（佐原香取RC）が
RIの“職業奉仕リーダーシップ賞”を受賞されました。

梶原：堀江さんの受賞した“超
我の奉仕賞”は全世界で
毎年150人しか選ばれな
いそうですね！

　　　カンボジアの井戸不足を
知るため３年に渡る現地
調査の上、井戸を寄贈さ
れました。その後の経過
観察、修復などを現在も
継続されているそうです。

　今月は今年度の月信委員会がお薦めする冊子
をご紹介させていただきます。
　みなさんは“抜粋のつづり”という冊子をお読
みになったことがありますか？この冊子は株式
会社熊平製作所の創始者であります熊平源蔵様
が社会に感謝・報恩の思いから昭和６年に創刊
し現在は“その七十四”まで発行されています。
社会貢献の一端として全国のロータリークラブ
をはじめ各国の日本大使館や諸官庁・金融機関
など全国約８万４千か所に毎年45万部を寄贈さ
れています。詳しくはぜひ“抜粋のつづり”をお
読みください。
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